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20 千歳科学技術大学「創立 10 周年記念誌」p.17 
 


























(1) SNC 事業 
「SNC ちとせ事業費」をもとに学内で公募を行い、以下の事業を実施した。 
 






 R2/1/17 「持続可能なパケージング 〜科技大の取り組み〜」 
 R1/12/3 「支笏湖デザインプロジェクト発足記念講演会」 
於：支笏湖ビジターセンター 
 R1/8/4「こんなにすごい!! 身近な生き物たち」 
 R1/8/2「生態系サービスがもたらす、持続可能な農業とインバウンド」 




 H30/7/30-31「こんなにすごい!! 身近な生き物たち」 






 R01/11/24 於：まちライブラリー＠千歳タウンプラザ 
① 体験テーマ A：声や会話を使ったプログラミングに挑戦！ 
 小学校 4〜6年生向け 
② 体験テーマ B：ゲームでプログラミング的思考を学ぼう！ 
 小学校全学年向け 
 R01/10/22 於：まちライブラリー＠千歳タウンプラザ 
① 体験テーマ：ゲームでプログラミング的思考を学ぼう！ 







 主催：地域連携センターと PWC観光振興研究クラスターが共同 
 場所：まちライブラリー＠千歳タウンプラザにて毎月開催 
 R01/11/27 「AR・VR、ドローンの異文化空間インパクト」 
 R01/10/23 「Here comes MaaS!」 
 R01/9/26 「ドローンがもたらす新世界」 
 
(1-4) R01/10/28 ネットワーク セキュリティ技術競技会「マイクロハードニングフォーユ
ース」後援（北海道地域情報セキュリティ連絡会・道警主催） 
(1-5) スマート農園向け ICT 基盤技術の構築 
 






(1-7) 義務教育での E ラーニングによる理数および英語教材開発と実証評価 












 R01/10/14 「CIF20 千歳科学国際フォーラム／SNC セッション」企画運営 
 R01/7/13 「第 2 回デキタフェスタ In Rera」に参加。 
 H31/3/14「地域に密着した VR 内蔵型デジタルブックの製作と公開 ～デジタルブ
ック・地域おこし・観光～トークショー」開催 
 H31/2/20 「ワインと観光」トークショー開催 
 H30/12/10 IT25・50 ライブビューイング・まちライブラリー@千歳タウンプラザ開
催 
 H30/10/21「CIF19 千歳科学国際フォーラム特別講演会」企画運営 
 SNC ちとせ スタンプラリー実施 
 2018 年度に開催された「スマートネイチャーシティちとせ」プログラムに参
加してスタンプを集めた方にオリジナルグッズや関連企業の商品を提供 
 広報用 SNC 特設サイト、ポスター作成「SNC のブランド化」 
 
(3) 連携コーディネータによる企業訪問（令和元年 9～12月） 




た逆に、教員側からの提案にもとづいて企業側との連携が成立した例も 1 例あった。 
 
  
                                                        
21 2015 年国連サミットで採択された「持続可能な開発目標 Sustainable Development 
Goals」の頭文字 
 






月 訪問社数 うち初回訪問 開発業務を有する社数 
9 6 6 2 
10 17 17 7 
11 17 14 5 
12 12 10 1 
 
(2) 地域連携センターへの相談状況（2019 年 4 月～12 月） 
 
1 地域イベントへの大学の参加依頼(研究マター) 5 件 
2 地域イベントへの学生の参加依頼 5 件 
3 企業等からの技術相談 6 件 
4 地域からの講師派遣依頼 2 件 
5 千歳市からの行政課題解決に向けての依頼 7 件 
6 北海道からのイベント参加依頼 2 件 
7 その他 1 件 
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